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光合成生物の可視光および近赤外光吸収色素の合成系

Biosynthetic pathways for pigments absorbing visible and

near-infrared light in phototrophs
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　ハビタブル惑星の探査対象として近年相次いで発見されている赤色矮星が注目されており、その周辺惑星に

おけるバイオマーカー（生命の存在を示す兆候/痕跡）の観測が期待されている。バイオマーカーの１つとし

て、光合成生物が光波長を吸収することによって起こる「レッドエッジ」と呼ばれる反射スペクトルが挙げら

れる。赤色矮星まわりの惑星地表面では可視光よりも近赤外光が優先するため、レッドエッジも長波長側の近

赤外線に移動すると考えられてきた。しかしながら、最近の研究成果により近赤外線は水で吸収されるため水

中で発生・進化して最初に上陸する光合成生物は地球と同じように光合成に可視光を利用すること、その結果

従来の予想とは異なり、赤色矮星周辺であっても地球の植生と同じ位置にレッドエッジが現れる可能性が高い

ことが提唱された。この仮説をさらに発展させると、水中深くで可視光を利用していた初期の光合成生物

は、その後、水表面や陸上に進出する過程で、地表ではなお優先している近赤外光を利用した光合成へ適応す

る必要がある。光合成の光波長利用の進化の道筋は、従来考えられていた近赤外光→可視光ではなく、可視光

→近赤外光であると言える。我々はこれまでに、CORという色素合成蛋白質が生物種によって異なる反応性を

示し、それぞれの種内で可視光あるいは近赤外光吸収型の色素をもたらすことを示した。つまり、可視光利用

から近赤外光利用の進化は、CORという１つのタンパク質の進化でモデル化できることが期待される。本発表

では、これまで明らかにされたCORの様々な反応特性について紹介する予定である。可視光利用型から近赤外

光利用型光合成への進化過程が分かれば、系外惑星のレッドエッジ観測に際して波長範囲（可視光から近赤外

光までの広範囲をカバーするか否か）の決定に資することが出来るだろう。

 
近赤外光、光合成色素、赤色矮星

near-infrared light, photosynthetic pigment, red dwarf

 

BAO01-02 日本地球惑星科学連合2018年大会

©2018. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - BAO01-02 -


